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１ 実践事項（②）

四者会議を通した「魅力ある学校づくり」の取組

２ 実践内容

自己肯定感の高まり、学び・育ちの実感、組織的関わりを踏まえたグランドデザインに基づい

たカリキュラムマネジメントの推進を 「学推 「生徒指導 「校内研 「児童会」が連携した「、 」 」 」

四者会議」を通して行う。

四者会議では、児童の育ちや質的授業改善を、何をどのように見取りどのように実践・評価して

いくかを検討し、PP2で示された「支持的風土づくり４

つのポイント」を取り入れた組織的かつ計画的な実践を

通して自己肯定感を育み、児童の自治意識の醸成、学校

改善のための組織づくり行う （図１）。

具体的には、学推と児童会が連携し、２年生以上参加

の代表委員会を通して学校の課題を明確にし、課題解決

策を各委員会及び学級が話し合い実践する取組である。

また、生徒指導と校内研が「自己決定 「共感的人間関」

係 「自己存在感」の視点である「生徒指導の３機能」を」

授業の場面ごとに取り入れた質的授業改善を連携して行

う。

３ 説明資料

（１）自治意識の醸成【連携： 学推 「児童会 （図２）「 」 」】

学推で行っている学習規律・生活規律の７項目であ

る「西崎セブン」を、集計データをもとに２年生以上

及び全委員会が参加する代表委員会で、学校として取

り組む課題を決定し、全委員会、全学級で課題解決策

を話し合い実践した。

（ ） 【 「 」「 」「 」】２ 質的授業改善 連携： 校内研 生徒指導 学推

「方策１ 日常化する（質的授業改善 」に提示され）

生徒指導における「生徒指導の三機能」を、授業づた

くりの中に生かし 「導入 「展開 「まとめ、ふりか、 」 」

えり」の中に取り入れた （図３）また 「マイノート。 、

（授業ノート 」を通して日常化を図り(図４ 、指導） ）

案作成の際にも記載欄を設定し、校内研との連携や他

教科との横断的な取組を行った。

４ 成果

学校評価アンケートにおいて 「主体的な課題解決が、

できているか」を問う項目で、87％の児童が肯定的な回

答をし 「授業における質の深化」という項目では、97、

％の職員が肯定的に回答している。

５ 課題

児童が中学へスムースな接続ができるよう、中学校区での連携の強化。

- 94 -


